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Q
　
ご
み
収
集
日
に
路
上
に
出
さ
れ
て
い
る

ご
み
は
、
美
観
的
に
よ
く
な
い
と
思
う
が
対

策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

A　

国
体
で
来
島
さ
れ
る
方
々
が
通
行
す
る

と
思
わ
れ
る
道
路
等
に
つ
い
て
は
、
ご
み
収

集
車
の
予
備
車
両
を
活
用
し
、
ご
み
の
放
置

時
間
短
縮
に
努
め
た
い
。
ま
た
、
市
内
小
・

中
学
校
や
花
い
っ
ぱ
い
運
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
競
技
会
場
周
辺
等
へ
の
花
プ
ラ
ン

タ
ー
設
置
や
、
担
当
部
局
に
よ
る
グ
リ
ー
ン

ロ
ー
ド
、
霊
丘
公
園
、
総
合
運
動
公
園
へ
の

植
栽
な
ど
環
境
美
化
に
努
め
た
い
。

Q
　
観
光
に
お
け
る
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

A　

ジ
オ
パ
ー
ク
を
初
め
と
す
る
、
各
観
光

ス
ポ
ッ
ト
や
温
泉
、食
や
お
土
産
な
ど
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
島

原
の
魅
力
の
情
報
発
信
に
努
め
た
い
。
全
国

か
ら
の
来
島
者
に
は
お
も
て
な
し
の
心
で
歓

迎
し
、
国
体
終
了
後
も
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

Q
　
こ
れ
ま
で
の
実
績
と
、
お
礼
の
品
に
つ

い
て
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

A　

平
成
二
十
三
年
度
が
五
百
三
万
千

円
、
二
十
四
年
度
が
三
百
四
十
四
万
千
円
、

二
十
五
年
度
が
二
百
五
十
五
万
五
千
円
と

な
っ
て
い
る
。
お
礼
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

寄
附
金
額
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、

保
有
す
る
ポ
イ
ン
ト
で
本
市
の
特
産
品
カ
タ

ロ
グ
か
ら
選
べ
る
よ
う
な
制
度
づ
く
り
を
始

め
て
お
り
、
市
内
ホ
テ
ル
の
宿
泊
券
な
ど
も

含
め
て
検
討
し
た
い
。

Q
　
島
原
半
島
三
市
の
状
況
は
ど
う
か
。

A　

一
団
体
当
た
り
の
補
助
金
は
、
島
原

市
は
均
等
割
二
万
五
千
円
と
加
入
世
帯
割

千
二
百
円
の
合
計
額
。
雲
仙
市
は
加
入
世
帯

割
千
円
以
内
、
加
入
人
口
割
五
百
円
以
内
、

集
会
所
割
（
維
持
管
理
費
の
二
分
の
一
以
内
）

の
ほ
か
活
動
割
、
防
犯
灯
割
、
敬
老
活
動
割

の
合
計
額
。
南
島
原
市
は
加
入
世
帯
数
の
区

分
に
よ
る
平
等
割
と
、
納
税
組
合
の
納
付
戸

数
に
よ
る
基
準
額
と
納
税
率
に
応
じ
た
成
績

割
り
の
合
計
額
が
交
付
さ
れ
て
い
る
。

Q
　
町
内
会
長
、
自
治
会
長
の
身
分
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

A　

島
原
市
で
は
任
意
団
体
の
長
と
し
て
報

酬
等
は
な
い
が
、
雲
仙
市
と
南
島
原
市
で
は

条
例
で
非
常
勤
の
特
別
職
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
、
報
酬
が
支
払
わ
れ
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

　
◇
「
農
の
雇
用
事
業
」
に
つ
い
て

Q
　
日
本
創
成
会
議
の
人
口
減
少
問
題
検
討

分
科
会
の
推
計
で
八
百
九
十
六
の
自
治
体
が

消
滅
の
可
能
性
が
あ
る
と
公
表
さ
れ
、
本
市

も
含
ま
れ
て
い
る
。
若
い
世
代
を
残
す
た
め
、

通
勤
手
当
、
住
宅
補
助
、
保
育
料
や
給
食
費

の
無
料
化
な
ど
、ど
れ
か
一
つ
で
も
思
い
切
っ

た
政
策
を
打
ち
出
す
考
え
は
な
い
の
か
。

A　

子
育
て
支
援
と
若
者
支
援
は
表
裏
一
体

と
し
て
取
り
組
み
た
い
。

Q
　
過
疎
対
策
事
業
を
活
用
し
、
若
い
世
代

を
残
す
た
め
、
通
勤
手
当
、
住
宅
補
助
、
保

育
料
や
給
食
費
の
無
料
化
な
ど
思
い
切
っ
た

政
策
を
で
き
な
い
の
か
。

A　

少
子
化
、
産
業
振
興
、
雇
用
対
策
、
生

活
環
境
の
整
備
、
教
育
の
振
興
等
に
有
効
に

活
用
し
て
い
き
た
い
。

Q
　
学
力
重
視
で
な
く
、
面
接
回
数
を
増
や

し
企
画
力
、
営
業
力
、
提
案
力
を
持
っ
た
人

物
重
視
の
採
用
試
験
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

A　

人
物
重
視
の
採
用
方
法
な
ど
、
採
用
試

験
の
見
直
し
に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
。

Q
　
市
職
員
と
非
正
規
職
員
の
人
数
は
。

A　

正
職
員
が
三
百
八
十
八
名
、
非
正
規
職

員
が
二
百
三
十
五
名
で
あ
る
。

Q
　
非
正
規
職
員
の
賃
金
総
額
と
市
職
員
の

時
間
外
勤
務
手
当
の
実
績
は
。

A　

二
十
四
年
度
決
算
で
は
、
非
正
規
職
員

の
賃
金
が
約
三
億
七
千
万
円
、
時
間
外
勤
務

手
当
が
約
一
億
五
百
万
円
で
あ
る
。

Q
　
非
正
規
職
員
も
多
く
雇
用
し
て
い
る
の

に
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
な
い
の
か
。

A　

目
標
、
区
切
り
を
定
め
、
常
に
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
し
て
業
務
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

Q
　
本
市
で
は
最
大
七
メ
ー
ト
ル
の
津
波
発

生
が
新
聞
で
報
道
さ
れ
た
が
、
新
庁
舎
予
定

地
の
津
波
の
高
さ
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

A　

現
庁
舎
付
近
で
は
、
四
メ
ー
ト
ル
の
予

測
で
あ
り
、
地
盤
の
高
さ
が
三
・
七
メ
ー
ト

ル
あ
る
の
で
、
浸
水
は
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
の
予
測
で
あ
る
。

Q
　
市
内
の
全
て
の
五
年
生
に
本
年
度
実
施

で
き
な
い
か
。

A　

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
等
と
も
協
議
し

て
、
早
く
実
施
で
き
る
よ
う
進
め
た
い
。

▼
八
百
九
十
六
自
治
体
「
消

滅
の
可
能
性
」
に
つ
い
て

▼
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体

に
向
け
て
の
市
の
取
り
組
み

▼
町
内
会
・
自
治
会
へ
の
補

助
金
に
つ
い
て

▼
市
職
員
数
と
非
常
勤
職
員

の
数
と
職
務
分
担
に
つ
い
て

▼
新
庁
舎
建
設
予
定
地
の
津
波

に
対
す
る
安
全
性
に
つ
い
て

▼
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
「
心

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て

▼
市
職
員
採
用
試
験
の
方
針

見
直
し
に
つ
い
て

チームⅠ

中川　忠則
議員

平成会

濱㟢　清志
議員

▼
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て


